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■  令和７年度奥州市施政方針 

本日ここに、令和７年第１回奥州市議会

定例会の開会に当たり、令和７年度の市政

運営の基本方針及び主要な施策について所

信の一端を申し上げ、議員各位並びに市民

の皆様のご理解とご協力をお願いします。 

 

Ⅰ はじめに  

令和４年３月に第３代奥州市長に就任し

て以来、３年の月日が経とうとしておりま

すが、就任当初に描いた「奥州市が未来に

希望を持てるまち」になることを願う気持

ちは全く変わりません。 

そこで、私が市政を司る上で大切だと考

える３点について改めて申し上げさせてい

ただきます。 

一つ目は、事実や証拠に基づいて策定し

た政策でなければ、持続可能なものになり

えないということ、二つ目は、現代の市政

運営は、中長期的視点に立ち顧客満足度を

重視すること、三つ目は、政策の立案から

運営までステージ管理をしながら柔軟に対

応し、成果を上げていくことが大切だとい

うことです。 

私はこれまで、この３点を常に意識して、

市政運営に臨んできましたが、令和７年度

の市政運営に当たり、新たな視点を提示し

たいと思います。 

それは、「未来への希望」と「地元の寛

容性」です。人口減少が避けられないこの

時代だからこそ、未来志向の政策とそれを

サポートするおおらかさが大切になります。

未来への希望がなければ都会から若者は戻

ってきませんし、チャレンジできる環境も

育成できません。大阪の企業文化に息づく

「やってみなはれ」や沖縄県民の「ナンク

ルナイサー（なんとかなるさ）」の精神こ

そが、奥州市にも求められていると思いま

す。 

また一方で、東北に生まれ育ったことに

誇りを持つことの大切さは言うまでもあり

ません。東日本大震災直後の混乱の中で、

東北人は堪える力、粘り強い姿、人を思い

やる優しい姿勢を世界に示しました。しか

し、耐える強さが大切なのは、未来への希

望があってこそです。故郷の誇りである大

谷翔平選手の行動や発言は、まさに世界に

誇れる東北人の良さであり、同時に未来を

切り開くことの重要さをも伝えています。

未来の目標に向け努力を続けたスーパース

ターが示す、謙虚さ故に親しみを感じさせ

るあの姿こそ、我々が目指す人間像ではな

いでしょうか。 

私はこの３年間、未来志向でビジョンを

示すことに注力してきました。若者が未来

に希望を持ち、チャレンジできるまちをつ

くること、それが、私が目指す奥州市の姿

であり、その達成こそが私に課せられた責

務であると考えております。 
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Ⅱ 直面する課題と取組の決意 

今年度は、奥州市市制施行から２０年目

となる節目の年ですが、本市の人口は市制

施行時から２万人以上減少しています。こ

んな時代だからこそ、未来に希望を持てる

まちづくりを推進することが何よりも重要

です。 

令和５年度に策定した奥州市未来羅針盤

図では、８つのプロジェクトを掲げており、

いよいよそれらが本格的に動き出します。 

水沢市街地エリアプロジェクトでは、市

街地に賑わいを取り戻すべく、重要拠点で

ある旧メイプル再生の姿を明確に打ち出し

ます。 

小さな拠点づくりプロジェクトでは、伊

手地区において住民主体による地域資源を

活用した地域づくりを推進するため、拠点

となる旧伊手小学校の複合施設改修工事に

着手してまいります。 

先行して進めてきた衣川地域は、民生委

員の業務をサポートするタブレット端末の

活用に関する実証事業を継続しつつ、地域

との話し合いを密にしながら、地域主体の

取組の具体化に向けて必要な支援を行って

いきます。 

江刺市街地エリアプロジェクトでは、住

み続けたいと思えるまちの実現に向けて、

住民の皆さんと意見交換しながらエリア開

発基本計画策定に取り組んでいきます。 

奥州湖周辺エリアプロジェクトでは、

「アクティビティ推進室」を新たに設置し、

奥州湖周辺の観光開発を弾力的に推し進め

ます。 

地域医療奥州市モデルプロジェクトでは、

複合型施設である新医療センターの必要性

をわかりやすく説明し、市民の理解の促進

に努め、地域医療の課題解決に向けたプロ

セスを着実に進めていきます。 

前沢市街地エリアプロジェクト、水沢江

刺駅周辺エリアプロジェクト、未来型公共

交通プロジェクトについても、調査事業を

行うなど、再来年度以降の取組の具体化を

加速していきます。 

さらに、これらのプロジェクトを着実に

進めるためには、もう一つ大きな変化が求

められます。それは、職員の意識を「手続

処理型」から「課題解決型」へシフトさせ

ること、そして市民の参画意識、共助意識

を高めていくことです。また、課題に果敢

に挑戦し、まちづくりに自発的にかかわっ

ていこうとする人材を育てていく「ひとづ

くり」も大切です。 

市では、新たにシティプロモーション戦

略を策定し、市民との協働で本市の魅力を

発信するほか、未来羅針盤プロジェクトに

市民の参画を促がす取組を進めてまいりま

す。 

 

Ⅲ 予算編成の考え方と財政健全化の推進

による財政基盤の確立 

 次に、予算編成の考え方について申し上

げます。 
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 令和７年度の予算編成に当たっては、

「未来への希望」が持てる、「人口減に負

けない元気なまちづくり」を目指します。

そのため、財政見通しを踏まえた上で、総

合計画に位置付けられた事業のほか、「未

来投資枠」の中に「未来羅針盤プロジェク

ト事業」、「ＤＸ（デジタルトランスフォ

ーメーション）事業」、「公共施設等適正

管理推進事業債対象事業」及び「ＧＸ（グ

リーントランスフォーメーション）事業」

を盛り込んでおります。 

令和７年度は児童手当の対象拡大による

扶助費の増加や物価高騰の影響などに配慮

したほか、「水沢中学校校舎等改築事業」

や「（仮称）奥州西学校給食センター新築

事業」などの大規模な建設事業に加え、老

朽化する公共施設の施設修繕予算枠を拡大

し、令和７年度当初予算としては、前年度

比５６億円増となる６６２億円の予算規模

となりました。うち約２２億円を財政調整

基金によって賄うこととなります。 

今後、老朽化した公共施設が一斉に更新

時期を迎えることから、公共施設等総合管

理計画に基づく施設の長寿命化に対応する

とともに、市民の安全・安心を守るために

は、突発的な自然災害にも備える必要があ

り、財政調整基金残高を一定額以上確保し、

より一層、適正かつ健全な行財政運営に努

めてまいります。 

 また、財政健全化については、令和３年

度から５年度までの重点取組期間が終了し、

市民の皆様の協力もあって財政調整基金残

高は、想定を上回ることができました。一

定の成果を得たことから、未来への投資を

進めるステージに進んでおります。 

今後、未来羅針盤プロジェクト等の事業

を進めていきますが、これら事業投資は短

期間ではその効果が見えにくいため、長期

的な視点に立って判断する必要があります。

よって、将来的な財政負担を反映する「将

来負担比率」と緊急時の備えとなる「財政

調整基金残高」をより重視し、長期財政見

通しにおいて目標としている数値を目安に、

収支のバランスを注視しながら、持続可能

な財政基盤の確立を図ってまいります。 

 

Ⅳ 重点施策や新たな施策 

１ 戦略プロジェクトの推進 

次に総合計画に基づく重点施策や新たな

施策について申し上げます。 

 

まず、人口減少対策として組織横断的な

取組を進めている「第２期奥州市まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」事業について、

令和７年度の重点施策でもある未来羅針盤

プロジェクト事業を含めた主な取組を申し

述べます。 

「雇用環境の充実」を図る取組について

は、江刺フロンティアパークⅡに立地する

企業を中心とした雇用増を定住人口につな

げるべく、新たな補助制度の創設による移

住・定住対策と良好な生活環境の整備に取
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り組んでまいります。 

「結婚支援、子育て環境ナンバーワン」

に向けた取組については、制度拡充による

いきいき岩手結婚サポートセンターへの登

録料の無償化を図るほか、結婚に伴う新生

活を経済的に支援してまいります。 

また、保育士の安定確保と離職防止を目

的に、新たに就労奨励金制度を創設し、安

心して子どもを育てられる環境整備を進め

ます。 

「新たな奥州ファンの開拓」を図る取組

については、令和７年度より新たに「ふる

さと交流課」を設置し、ふるさと応援寄附

を通じた関係人口の創出、移住希望者のニ

ーズに応じた情報発信、相談体制の強化等

を図ってまいります。 

「地域愛の醸成と安心・安全に生活でき

る個性豊かな地域社会の実現」に向けた取

組については、高校生の実践的な探究学習

を支援することで、地域への理解や愛着を

深めると同時に、主体的にまちづくりに関

わっていただくための支援体制を強化して

まいります。 

 

ＩＬＣの実現に向けた取組については、

建設候補地の自治体や団体等で構成するＩ

ＬＣ実現建設地域期成同盟会において、県

内外の推進団体との連携を図り、政権与党

の科学技術・イノベーション戦略調査会と

の動きと連動しながら、政府及び関係省庁

に対する要望活動を強化し、日本でのＩＬ

Ｃの早期実現に取り組んでまいります。 

 

２ 総合計画の着実な推進 

次に、総合計画に掲げる政策の基本目標

に沿って、主要な施策について申し上げま

す。 

  

はじめに、基本目標１「みんなで創る生

きがいあふれるまちづくり」について申し

上げます。 

これは、政策企画及び協働まちづくりの

分野です。 

「開かれた市政の推進」については、広

報誌や「ぽちっと奥州」、ＳＮＳなど様々

な情報媒体を組み合わせながら、市民に

「伝わる」広報活動と双方向の情報交換に

努めてまいります。 

「協働によるまちづくりの推進」につい

ては、地域における協働の担い手育成等を

目的とした「協働のまちづくりアカデミ

ー」の見直しを図るほか、若手実業家がま

ちづくりに参画できる機会を創出してまい

ります。あわせて、市民と市民活動団体な

どとのつながりを強化する取組も進めてま

いります。 

 「潤い豊かなスポーツライフの推進」に

ついては、「いわて奥州きらめきマラソ

ン」を持続可能な形で継続させるため、大

会における諸課題を抜本的に見直しつつ開

催してまいります。 

また、奥州湖交流館の再整備を推進し、
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アウトドアツーリズムのガイダンス拠点や

カヌーをはじめ各種競技の合宿拠点として

の機能強化を図ってまいります。 

 

次に、基本目標２「未来を拓く人を育て

る学びのまちづくり」について申し上げま

す。 

これは、教育行政の分野です。 

「学校教育の充実と教育環境の推進」に

ついては、校務用パソコン及び校務支援シ

ステムの更新に向けた準備を進めるととも

に、ＩＣＴ支援員による専門的な支援体制

を継続し、ＩＣＴを活用した学習環境の向

上に努めることで、学校教育の充実を目指

してまいります。 

また、児童、生徒の学習環境を向上させ

るため、令和７年度の供用開始を目指す 

「水沢中学校改築工事」と令和８年度に供

用開始予定の「（仮称）奥州西学校給食セ

ンター新築事業」を着実に進めるとともに、

エアコン整備とトイレの洋式化率を向上さ

せるための事業を推進してまいります。 

さらに、学校給食費については、国によ

る完全無償化の実現に向けて、様々な窓口

を通じた要望活動を行います。 

長期化する物価高騰の中においても、提

供回数と献立、食材の質を維持するため、

令和７年度も学校給食費の改定を行います

が、その増額分は保護者に負担を求めるこ

となく、子育て世代への支援を継続してま

いります。 

「歴史遺産の保存と活用」については、

国指定史跡長者ケ原廃寺跡の整備や文化財

の保存・活用の指針となる文化財保存活用

地域計画の作成を進め、地域に誇りを持て

るまちを目指してまいります。 

なお、教育における人づくりに関しては、

教育行政方針として教育長から申し上げま

す。 

 

次に、基本目標３「健康で安心して暮ら

せるまちづくり」について申し上げます。 

これは、福祉・医療・健康の分野です。 

「地域医療の充実」については、将来の

医療ニーズに応えるとともに、市民の心身

の健康を守り、支える拠点となる新医療セ

ンターの整備を着実に推進してまいります。 

また、令和７年度から「奥州市重層的支

援体制整備事業」が本格的にスタートいた

します。この取組により、地域住民や地域

の多様な主体が、世代や分野を越えてつな

がることで、住民一人ひとりの暮らしと生

きがい、地域をともに創っていく「地域共

生社会の実現」を目指してまいります。 

「高齢者支援」については、介護予防や

認知症施策、介護サービス提供体制の整備

などに取り組み、住み慣れた地域での生活

を支える地域包括ケアシステムの深化・推

進に努めてまいります。     

「障がい福祉」については、多岐にわた

るニーズに応じたサービス提供に取り組み、

地域における障がい者の日常生活及び社会
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生活を支援してまいります。  

「子育て環境の充実」については、「こ

ども家庭センター」を中心に、全ての妊産

婦、子育て世帯、子どもの福祉に関する包

括的な支援を切れ目なく提供してまいりま

す。 

また、保育人材確保と保育現場の働きや

すさの向上に取り組むことで、安定した教

育・保育の提供に努めてまいります。 

「妊産婦支援」については、妊産婦健診

へのモバイルクリニックの活用に試験的に

取り組み、新たな妊産婦の負担軽減の可能

性について検証してまいります。 

また、産後ケア事業について、日帰りケ

アの受け入れ枠の拡充を図るとともに、利

用時の子どもの一時預かりなど、利便性の

向上に努めてまいります。 

さらに、女性やパートナーが性や将来の

妊娠に関する正しい知識を持ち、自分たち

の生活や健康に向き合うためのプレコンセ

プションケア事業に取り組んでまいります。 

 

 次に、基本目標４「豊かさと魅力のある

まちづくり」について申し上げます。 

これは、農業・商業・工業など産業振興

の分野です。 

長らく需要が低迷していた主食用米です

が、昨年は、首都圏・都市部を中心に米不

足が発生しました。米は、本市の主要作物

であり、多くの農業者の経営基盤であるこ

とから、農地の集積・集約や自動操舵農機

などのスマート農業の導入による効率化、

省力化を推進し、生産量を確保してまいり

ます。 

また、昨年度新たに開拓した販路におい

て、米の輸出量の増加に向けて長期的視点

で取り組んでまいります。 

さらに、コスト削減や労働力の分散、作

業負担の軽減を図るため、初冬直播などの

取組も注目を集めていることから、新たな

米づくりに対して支援を検討してまいりま

す。 

県内一の作付け面積を誇る大豆について

は、品質向上や収量確保に向けて支援し、

収益性の確保を図ってまいります。 

次代の農業を支える「担い手の確保」に

ついては、農業分野における地域おこし協

力隊制度の活用や、就農支援コーディネー

ターによる就農相談や営農支援に取り組む

とともに、農業人材の育成に向けて、経営

感覚・経営力の強化を支援してまいります。 

また、地域計画については、国が推進す

る食料安全保障の観点から、地域課題の解

決を目指し、地域づくり人材の育成に精通

した外部専門家の活用などにより、継続的

な話し合いの体制づくりを支援してまいり

ます。 

林業分野においては、市有林における森

林経営計画を追加作成し、温室効果ガスの

削減や吸収の実績を認証する「J－クレジッ

ト制度」を活用した計画的な森林整備や森

林の保護を図ります。 
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「商工業の振興」については、施策の一

体的な推進等を図るために組織再編を行い、

商店街、中小企業者、創業者等に対する戦

略的な支援を見据えた商店街活性化ビジョ

ンの後継計画を策定するとともに、メイプ

ルの本格的な再稼働に向けた取組を進めて

まいります。 

また、企業からの相談に専門的に対応す

るため、産業支援コーディネーターを配置

するとともに、大学や関係機関との連携に

よる企業の製品開発、生産性向上及び人材

育成を伴走支援することにより、市内企業

の経営力強化を図ってまいります。 

 「企業誘致の推進」については、これま

で強化してきた関係機関との連携を生かし

ながら、企業誘致の促進や立地企業の投資

拡大の支援を進めてまいります。また、引

き続き広表工業団地の造成工事を進めると

ともに、次期工業団地の整備に向けて関係

機関との調整、各種調査等を行います。 

「観光物産の振興」については、観光客

の誘客促進に努めるとともに、奥州湖周辺

エリアを拠点とした滞在型・体験型観光の

振興を図り、交流人口の拡大や地域経済の

活性化を推進してまいります。 

 

 次に、基本目標５「環境にやさしい安

全・安心なまちづくり」について申し上げ

ます。 

これは、生活環境・防災の分野です。 

「災害に強いまちづくりの推進」につい

ては、令和６年能登半島地震等での教訓を

踏まえ、避難所における多様なニーズへ対

応するため、多機能型トイレトレーラーの

導入や避難所環境の向上に努めるとともに、

消防団や自主防災組織の充実と連携強化に

努め、災害時の対応に万全を期してまいり

ます。 

「地球温暖化対策・再生可能エネルギー

活用の推進」については、昨年度「２０５

０年二酸化炭素排出実質ゼロ」を表明した

ことを踏まえ、その達成に向けて公共施設

のＬＥＤ化や電動車の導入など脱炭素化を

促進する取組を進めるほか、環境基本計画

や地球温暖化対策実行計画の改定に向けた

調査事業を開始いたします。 

「ごみ減量化に向けた３ Ｒ
スリーアール

（リデュー

ス、リユース、リサイクル）の推進」につ

いては、令和７年度から事業者と連携した

使用済ペットボトルを再生させる取組がス

タートします。この取組を契機に市民の意

識高揚を図り、ごみの減量に努めてまいり

ます。 

また、ごみ収集の有料化については、今

後の工程や検討内容を市民に示しつつ、ご

み減量対策を含めて意見交換を進めてまい

ります。 

「空き家対策」については、引き続き利

活用の促進や管理不良の空き家の解消を図

るとともに、危険な空き家の除却や空き家

改修への助成など、民間事業者とも連携し

ながら取り組んでまいります。 
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次に、基本目標６「快適な暮らしを支え

るまちづくり」について申し上げます。 

この分野は、都市整備・公共交通・デジ

タル戦略の分野です。 

「水道事業」においては、社会情勢等の

変化に伴い、水道ビジョン及び経営戦略の

見直しに取り組み、より安心で安全な水道

水の供給に努めてまいります。 

また、「下水道事業」については、汚水

処理基本計画の見直しに取り組み、持続可

能な汚水処理事業に努めてまいります。 

「地域の特性を活かしたまちづくりの推

進」については、都市拠点の機能向上を図

る都市再生整備計画の作成に取り組み、未

来羅針盤プロジェクト事業と連動した都市

づくりを進めてまいります。 

また、居住誘導に資する道路、公園など

のインフラの整備を進めてまいります。 

「公共交通ネットワークの再構築」につ

いては、慢性的な運転士不足などにより全

国的に公共交通網を維持することも困難な

厳しい状況ではありますが、地域が有する

交通資源を総動員するとともに、ＩＣカー

ドによる運賃キャッシュレス決済やスマー

トフォンアプリを用いたバス位置情報サー

ビスなどを通じて利便性の向上を図りなが

ら、持続可能な地域公共交通の構築を進め

てまいります。 

「デジタル社会の構築」については、デ

ジタル行政サービスの推進を図るため、生

成ＡＩを活用した問い合わせ対応のチャッ

トボットを新たに導入するほか、公共施設

予約管理システムの活用やオンライン面談

窓口の拡大、さらに行政手続のオンライン

化を進めてまいります。 

また、対話型生成ＡＩなどのデジタル技

術の活用により、市民の利便性の向上を目

指すとともに、デジタル人材の確保と育成

により、業務の効率化を進めてまいります。 

「ＩＣＴ利活用環境の整備」については、

デジタル社会の基盤となる情報通信環境の

維持管理のほか、高齢者デジタルサポータ

ー及びスマートフォン教室の活動を拡大し、

高齢者等のＩＣＴ利活用に向けたサポート

体制の強化に取り組んでまいります。 

 

Ⅴ 結びに 

以上、令和７年度における市政運営の基

本的な方針と主な施策の概要について申し

述べました。 

昨年度の施政方針を振り返りますと、結

びに述べたのは、次の２点でした。 

一点目は、持続可能な地域共生社会に向

けたまちづくりの具体的な方策として、広

い分野で住民が主体となった地域包括ケア

システムの構築が必要であること。 

二点目は、そのまちづくりの実現のため

には、市が基本構想を明確に示し、設計段

階から地域住民の声を反映させる仕組みを

着実に推進させる勇気が必要であること、

そして、新しい時代の動きに注目した仕事



 

- 9 - 

づくりの発想が必要と述べました。 

あれから１年が経過し、高校生や若者を

含めた地域住民の参画を得ながら都市再開

発などの新たな事業を進めているところで

す。さらには、それを具体化するための財

源を確保すべく、関係省庁にそのベースと

なっている「未来羅針盤図」を強くアピー

ルしております。 

また、仕事づくりでは、「令和の自力更

生」の精神により、農業分野におけるコメ

輸出拡大の可能性が可視化され、工業分野

では半導体関連企業との連携強化による持

続的発展の可能性が見えてきました。 

そして、「まちづくり」、「仕事づく

り」とともに三位一体改革の要となる「ひ

とづくり」には、新たなテーマとして「夢

ストーリー」を加えます。 

奥州市は、大谷翔平選手の故郷であり、

その魅力に加え、彼が「粘り強さ」「やり

抜く力」、さらに「情熱」を地元で学んだ

ことが、市民のプライドにつながっている

はずです。 

「夢ストーリー」には、「ストーリーが

明確な夢は必ず叶う」という気持ちが込め

られています。 

夢ストーリーを描き、まちづくりに力を

尽くす若い人材の育成が何より大切です。

各種プロジェクトへの若者の参画を促し、

「未来に希望あるまちづくり」を目指して

まいります。 

 

議員の皆さん、そして市民の皆さん、共

に「人口減少でも元気なまちづくり」を推

進するパートナーとして、現在に自信をも

ち、そして未来に希望をもって、まちづく

り、仕事づくり、ひとづくりの三位一体改

革に取り組んでいきましょう。 

今後の新たな試みに、ご理解とご協力を

賜りますようお願いを申し上げ、施政方針

といたします。 

  

 


